
今号から「広報西東京」は秋色になりました

２１世紀を拓き

緑と活気にあふれ

一人ひとりが輝くまち
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第20号
�� 日月�
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行財政改革推進委員
会、総合計画策定審議
会、地域情報化計画策
定審議会の委員の方
を々ご紹介します。

面
審議会・委員会が

設置されました
10月 ４日（木）に、
保谷こもれびホール
で高齢者福祉大会を
開催します。どうぞ
ご来場ください。

面 高齢者福祉大会を開催
� �

１０月１１日、保谷消防署
田無出張所が落成しま
す。「安心して住める街
をめざして」をモットーに
業務を行います。

面
保谷消防署田無出張所

が落成します

�
西東京市民の大運
動会です。皆さん奮
ってご参加ください！

面
市民スポーツまつりに

ご参加ください��

　

西
東
京
市
で
は
、「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
」
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
新
し
い
私
た
ち
の
ま
ち
西
東
京
市
を
、
み
ん
な
の
手
で
、
い
の
ち
を

大
切
に
す
る
平
和
で
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

核
兵
器
が
地
球
上
の
い
た
る
所
に
あ
る
今
、
も
し
戦
争
で
核
兵
器
が
使

わ
れ
た
ら
、
一
瞬
の
う
ち
に
「
あ
ら
ゆ
る　

い
の
ち
」
は
破
壊
さ
れ
、「
か

け
が
え
の
な
い
し
あ
わ
せ
」
を
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り
の
力
を
合
わ

せ
て
「
す
べ
て
の
国
の
人
々
と
と
も
に
」
緑
の
地
球
を
緑
の
地
球
の
ま
ま

未
来
に
伝
え
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
西
東
京
市
に
ふ
さ
わ
し
い
「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
」
を
市
民

み
ん
な
で
作
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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西
東
京
市
平
和
都
市
宣
言
市
民
委
員
会　

委
員
長　

鈴
木
治
夫

　
「
非
核
・
平
和
を
す
す
め
る
西
東
京
市
民

の
会
」
は
、
市
と
連
携
し
な
が
ら
非
核
・

平
和
事
業
を
行
う
た
め
に
今
年
７
月
に
発

足
し
ま
し
た
。
す
で
に
8
月
に
は
、
非
核

・
平
和
展
を
行
い
、
今
後
、　

月
に
映
画

１２

会
、
２
月
に
講
演
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。

　

西
東
京
市
で
非
核
・
平
和
宣
言
が
な
さ

れ
た
後
に
は
、
宣
言
を
実
の
あ
る
も
の
と

す
る
た
め
、宣
言
の
趣
旨
を
市
民
一
人
ひ

と
り
に
広
め
、平
和
な
世
界
の
実
現
に
向

け
、い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
こ
の
宣
言

づ
く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に

会
の
活
動
へ
の
ご
参
加
と
ご
意
見
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
生
活
文
化
課
（
田
無
庁
舎�
内
線　

）
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委
員
会
は
、
公
募
に
よ
り
選
出
さ
れ
た

市
民　

人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
（
左
表

10

参
照
。
敬
称
略
）。

　

委
員
会
の
役
割
は
、
①
募
集
要
項
の
作

成
と
②
宣
言
文
応
募
作
品
の
選
考
で
す
。

委
員
会
で
は
、市
民
の
手
作
り
に
よ
る
宣

言
を
作
成
す
る
た
め
、７
月
1
日
号
の
市

報
で
委
員
を
募
集
し
、８
月
か
ら
募
集
要
項

の
作
成
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
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（（
田田
無無
））

非非
核核
・・
平平
和和
都都
市市
宣宣
言言

昭昭
和和

年年
88
月月
66
日日

5599

いい
まま

地地
球球
をを

おお
おお
っっ
てて
いい
るる

核核
兵兵
器器
がが
、、

ああ
らら
ゆゆ
るる

いい
のの
ちち
をを

破破
壊壊
しし

かか
けけ
がが
ええ
のの
なな
いい

しし
ああ
わわ
せせ
をを

うう
ばば
いい
ささ
るる
ここ
とと
をを
、、

私私
たた
ちち
はは

許許
せせ
なな
いい
。。

私私
たた
ちち
はは

知知
っっ
てて
いい
るる
。。

核核
兵兵
器器
がが
、、
人人
類類
のの
破破
滅滅
以以
外外

何何
もも

もも
たた
らら
ささ
なな
いい
ここ
とと
をを
。。

そそ
しし
てて
、、

まま
ちち
にに

笑笑
顔顔
がが
満満
ちち

平平
和和
なな

明明
日日
にに

むむ
かか
っっ
てて

力力
をを

出出
しし
ああ
うう
ここ
とと
がが

どど
んん
なな
にに

すす
ばば
らら
しし
いい
かか
をを
。。

私私
たた
ちち
はは

訴訴
ええ
るる
。。

世世
界界
中中
のの

すす
べべ
てて
のの

いい
のの
ちち
ああ
るる
もも
のの
とと

てて
をを
つつ
なな
ぎぎ

核核
兵兵
器器
のの

すす
べべ
てて
をを
、、

いい
まま

すす
てて
よよ
!!

とと

ここ
のの
市市
民民
のの
声声
とと

願願
いい
をを

非非
核核
・・
平平
和和
都都
市市

田田
無無
市市
のの

宣宣
言言
とと
すす
るる
。。

（（
保保
谷谷
））

憲憲
法法
擁擁
護護
・・
非非
核核
都都
市市
のの
宣宣
言言

昭昭
和和

年年

月月
11
日日

5577

1100

みみ
どど
りり
濃濃
いい
まま
ちち

ほほ
っっ
とと
すす
るる
保保
谷谷
にに

私私
たた
ちち
のの
くく
らら
しし

木木
やや
鳥鳥
やや
虫虫
たた
ちち
とと
とと
もも
にに

日日
々々
のの
いい
とと
なな
みみ

静静
かか
なな
ああ
けけ
くく
れれ

平平
和和
をを
ねね
がが
うう

すす
べべ
てて
のの
国国
のの
ひひ
とと
びび
とと
とと
とと
もも
にに

守守
りり
ぬぬ
ここ
うう
ここ
のの
なな
んん
でで
もも
なな
いい
しし
ああ
わわ
せせ

新新
たた
にに
誓誓
うう

いい
っっ
しし
ょょ
にに
育育
てて
るる
ここ
のの
地地
方方
自自
治治

そそ
っっ
くく
りり
子子
供供
たた
ちち
にに
手手
わわ
すす
ここ
とと
をを

ここ
のの
市市
民民
のの
声声
をを

憲憲
法法
擁擁
護護
・・
非非
核核
都都
市市
保保
谷谷
のの

宣宣
言言
とと
すす
るる
。。

ここ

れれ

まま

でで

のの

宣宣

言言

文文

�
�
�
�
�
�
�
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◎
…
委
員
長　

〇
…
副
委
員
長

住　　所氏　　名住　所氏　　名

富士町神島    　 由紀子 
こうしま ゆきこ

向台町鈴木    　 治夫 
すずき はるお

◎

芝久保町高橋    　 静代 
たかはし しずよ

谷戸町土井    　 安代 
どい やすよ

〇

芝久保町朝長    　 誠至 
ともなが せいじ

泉町池田    　 瑛 
いけだ えい

田無町藤川    　 利子 
ふじかわ としこ

南町板倉    　 宏子 
いたくら ひろこ

芝久保町渡山    　
わたりやま

 八千子 
やちこ

谷戸町出原    　
いではら

 隆 
たかし

���������������

▽
応
募
資
格　

西
東
京
市
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
方
（
家
族
、
友
だ
ち
な
ど
の
グ

ル
ー
プ
で
の
応
募
可
）

▽
内
容
・
字
数
・
文
体　
 
西
東
京
市

の
「
非
核
・
平
和
都
市
宣
言
」
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
も
の
（
1
人
何
点
で
も
応

募
可
）

▽
応
募
方
法　

応
募
者
（
ま
た
は
代
表

者
）の
住
所
・
氏
名
・
連
絡
先
を
明
記
し
、

生
活
文
化
課
へ
郵
送
、
ま
た
は
田
無
庁

舎
２
階
生
活
文
化
課
、
保
谷
庁
舎
１
階

市
民
相
談
室
、
出
張
所
へ
直
接
持
参

▽
応
募
締
切　
　

月　

日（
消
印
有
効
）

１０

３１

▽
応
募
先　

〒　

―　

西
東
京
市
役
所

188

8666

田
無
庁
舎
生
活
文
化
課

▽
選
考
方
法　

　

応
募
作
品
か
ら
、
平
和
都
市
宣
言
市

（１）民
委
員
会
が
選
考
し
、
市
長
が
決
定
し

ま
す
。

　

選
考
に
あ
た
り
、
応
募
者
と
相
談
の

（２）上
で
一
部
修
正
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
解

く
だ
さ
い
。　

　

応
募
作
品
は
、
住
所
、
氏
名
な
ど
を

（３）伏
せ
て
審
査
し
ま
す
。　

　

採
用
さ
れ
た
宣
言
文
の
著
作
権
は
、

（４）西
東
京
市
に
帰
属
し
ま
す
。

▽
表
彰　

宣
言
文
に
採
用
さ
れ
た
方

は
、
来
年
の
1
月
に
開
催
さ
れ
る
市
制

1
周
年
記
念
式
典
で
表
彰
さ
れ
、
市
か

ら
5
万
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、西
東
京
市
誕
生
１
周
年
を
記
念
し
て
、　

世
紀
を
担
う
子

２１

ど
も
た
ち
の
意
見
や
提
案
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、小
学
５
・
６

年
生
を
対
象
と
し
た「
子
ど
も
議
会
」を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
議
員
は
、

市
立
小
学
校
の
推
薦
議
員　

人
、公
募
議
員
２
人
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
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も
っ
と
す
て
き
な
西
東
京
市
に
な
る
よ
う
に
、
み
な
さ
ん
の
質
問
や

意
見
を
子
ど
も
議
会
で
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き　

平
成　

年
１
月　

日
（
土
）
午
前
９
時　

分
〜
午
後
０
時　

１４

２６

３０

１５

分
（
終
了
後
、
午
後
１
時　

分
ま
で
懇
親
会
を
開
き
ま
す
）

３０

▽
と
こ
ろ　

西
東
京
市
議
会
議
事
堂

▽
対
象　

市
内
在
住
の
私
立
・
国
立
小
学
校
等
に
通
学
す
る
児
童
（
小

学
校
５
〜
６
年
生
）　

※
公
立
小
学
校
の
児
童
は
各
学
校
か
ら
選
出
の

た
め
、
今
回
は
そ
れ
以
外
の
児
童
を
対
象
と
し
ま
す
。

▽
人
数　

男
女
１
人
ず
つ（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
）

▽
内
容　

子
ど
も
議
員
の
質
問
に
市
長
な
ど
が
お
答
え
し
ま
す
。

▽
申
込　

往
復
は
が
き
に
〒
・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
性
別
・
学
校
・

学
年
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、〒　

―　

西
東
京
市
役
所
田
無
庁

188

８６６６

舎
広
報
広
聴
課
へ（　

月　

日
必
着
）

１０

１５

※
結
果
は
、　

月
末
ま
で
に
返
信
用
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１０

▽
説
明
会　

事
前
説
明
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
広
報
広
聴
課
（
田
無
庁
舎�
内
線　

）
１１４１


